
(1） 昭和57年7月1日 ほ う じ ょ う 第133号 報
 

広
 

町 の 人 口 

（昭和57年5月31日現在） 

前月比較 

3,939 (- 2 ) 

4,248 (+20 ) 

8,187 (+18 ) 

世帯主 2,674 (+11 ) 

男

女

計

 

同
和
問
題
 

啓
発
強
調
月
間
 

二

福

岡

県

下

い

っ

せ

い

に

実

施

ー

 

ー
 

七
月
一
日
ー
三
十
一
日
 

同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
は
、
行
政
の
 

責
務
で
あ
る
と
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
 

り
ま
す
。
 

県
、
一
及
び
市
町
村
は
同
和
対
策
審
議
会
 

答
申
の
精
神
、
及
び
同
和
対
策
特
別
措
置
 

法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
各
種
事
業
の
推
進
、
 

及
び
県
民
が
同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
、
 

理
解
を
深
め
て
差
別
を
な
く
す
た
め
の
啓
 

発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
 

が
、
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
を
も
 

っ
て
 
「
同
和
対
策
特
別
措
置
法
」
が
期
限
 

切
れ
と
な
り
、
四
月
一
日
か
ら
五
年
と
い
 

う
時
限
立
法
で
あ
る
新
法
「
地
域
改
善
対
 

策
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
和
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
 

正
し
く
認
識
し
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
 

た
め
に
啓
発
活
動
を
一
層
強
力
に
推
進
し
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
方
 

城
町
で
は
次
の
と
お
り
、
昭
和
五
十
七
年
 

度
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
行
事
を
計
画
 

致
し
ま
し
た
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

昭和57年度 方城町同和問題啓発強調月間行事計画表 

七
月
二
十
日
 

（
火
曜
）
 

七
月
十
九
日
、
 

七
月
ニ
十
二
日
 

ま
で
 

七
月
十
九
日
 

（
月
曜
）
 

七
月
十
六
日
 

（
金
曜
）
 

七
月
十
五
日
 

（
木
曜
）
 

七
月
十
二
日
 

（
月
曜
）
 

七
月
十
一
日
 

（
日
曜
）
 

七
月
十
日
 （

土
曜
）
 

七
月
八
日
 （

木
曜
）
 

七
月
七
日
 （

火
曜
）
 

七
月
一
日
 （

木
曜
）
 

実

施

月

日

 

長
 

寿
 

会
 

子

ど

も

育

成

会

 

理

事

研

修

 会
 

社

会

教

育

学

級

 

幹婦 

部 

研人 

修 
A 、A. 
:2又本 

講
 

演
 

会
 

行
政
職
員
研
修
会
 

集

会

所

事

 業
 

生

徒

研

修

 会
 

就
 

学
 

前
 

推

進

協

 議

会

 

青

年

団

研

修

会

 

婦
人
学
級
研
修
会
 

社

会

教

育

学

級

 

街
 
頭
 

指
 
導
 

行

事

概

要

 

ク
 

"
 

ク
 

中

央

公

民

館

 

町

民

体

育

館

 

"
 

" " " 

中

央

公

民

館

 

弁

城

小

学

校

 

午
前
七
時
、
 

八
時
三
〇
分
 

0
役
場
前
0

八
幡
 

町
0

伊
方
橋
0
高
 

木
橋
0

見
六
バ
ス
 

停
0

宝
見
橋
 

場
 

所
 

長
寿
会
 

子
ど
真
月
成
会
 

理
事
 

町
民
 

町
職
員
 

町
、
私
立
保
母
 

及
び
行
政
関
係
 

者
 

青
年
団
 

婦
人
会
 

婦
人
会
 

町
三
役
 

正
副
議
長
 

事
務
局
長
 

三
校
長
 

課
長
 

課
長
補
佐
 

参
 
加
 
者
 

午
前
十
時
、
十
二
時
 

講
師
 

添
田
 

川
西
氏
 

午
後
七
時
三
〇
分
、
 

九
時
三
0

分
 

茶
道
 

午
後
七
時
、
九
時
 

午
前
九
時
三
〇
分
、
十
二
時
 

大
阪
部
落
解
放
研
究
所
 

加
藤
敏
明
氏
 

午
後
一
時
三
〇
分
、
三
時
 

同
和
問
題
と
行
政
の
か
か
わ
り
 

新
法
、
旧
法
の
関
係
 

講
師
 
吉

尾

詐

氏

 

午
前
十
時
三
〇
分
、
十
二
時
 

午
後
一
時
三
0
分
、
三
時
 

午
前
十
時
三
〇
分
、
十
二
時
 

「
同
和
」
保
育
講
演
会
 

午
後
一
時
三
〇
分
、
四
時
 

午
後
八
時
、
十
時
 

料
理
 
午
前
十
時
、
十
二
時
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
研
修
会
 

午
後
八
時
、
十
時
 

午
後
五
時
、
六
時
 

新
日
本
編
物
K
K
 

日
立
マ
ク
セ
ル
K
K
 

田
川
農
協
方
城
支
所
 

摘
 

要
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(3） 昭和57年7月1日 広 報 ほ う 第133号 う よ じ ほ
 

農
産
物
の
自
給
率
 

“
ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
農
産
 

物
の
中
で
、
お
米
だ
け
が
自
給
率
百
パ
 

ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
ま
す
”
 

日
本
は
一
億
を
超
え
る
人
々
が
狭
い
 

国
土
に
生
活
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

源
や
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
、
外
国
か
ら
 

の
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
 

こ
の
こ
と
は
食
糧
に
つ
い
て
も
同
様
 

で
す
。
日
本
の
食
糧
の
自
給
率
を
み
て
 

み
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
小
麦
を
み
る
 

と
、
昭
和
三
五
年
ご
ろ
は
四
〇
死
近
か
 

っ
た
自
給
率
が
、
い
ま
で
は
九
多
に
減
 

っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
 

は
、
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
 

パ
ン
や
う
ど
ん
は
、
ほ
と
ん
 

ど
が
“
外
国
生
ま
れ
”
な
の
 

で
す
。
ま
た
、
み
そ
や
と
う
ふ
、
植
物
 

油
に
使
わ
れ
る
大
豆
の
自
給
率
は
四
妬
 

で
す
。
 

一
方
、
肉
類
は
八
十
妬
、
牛
乳
 

乳
製
品
は
八
七
多
、
鶏
卵
は
九
八
妬
と
 

い
う
よ
う
に
、
畜
産
物
の
自
給
率
は
一
 

見
高
く
み
え
ま
す
が
、
家
畜
の
ェ
サ
に
 

な
る
飼
料
用
穀
物
の
大
部
分
が
輸
入
さ
 

れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
 

ん
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
の
口
に
入
 

る
食
用
農
産
物
の
総
合
的
な
自
給
率
は
 

七
十
価
程
度
で
す
が
、
飼
料
用
穀
物
も
 

含
め
た
穀
物
の
自
給
率
は
実
に
三
十
三
 

第
三
回
釣
り
大
会
 

長
崎
県
九
十
九
島
で
開
催
 

防
ご
う
非
行
助
け
よ
う
立
ち
直
り
 

「
饗
義
躍
緯
舞
 

｛
、
田
」
勲
馴
か
熱
加
敏
剖
，
川
一
 

七
月
ー
旧
ソ
ー
 

ませんo

（法務省調べ） 

f
、
ノ
、
）
、
J
、
く
く
．
 

今
や
少
任
非
行
は
戦
後
第
三
の
、
し
 

妬
ま
で
低
下
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
主
 

食
で
あ
る
お
米
は
完
全
に
自
給
で
き
る
 

の
で
す
。
 

世
界
の
人
口
は
今
後
も
増
え
続
け
今
 

世
紀
末
に
は
約
六
五
億
人
に
な
る
と
予
 

想
さ
れ
て
い
る
の
で
、
食
糧
生
産
が
十
分
 

対
応
し
て
い
け
る
か
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
 

す
。
日
本
も
い
つ
ま
で
も
輸
入
に
頼
っ
 

て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
く
な
る
か
も
し
 

れ
ま
せ
ん
。
栄
養
を
長
期
的
に
確
保
す
 

る
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
 

に
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
自
給
で
 

き
る
お
米
中
心
の
食
生
活
を
、
考
え
直
 

し
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

方
城
町
釣
同
好
会
（
世
話
人
代
表
、
 

親
ぼ
く
を
か
ね
て
、
第
三
回
釣
り
大
会
 

メ
バ
ル
の
部
 

高
橋
敏
春
）
で
は
、
町
内
釣
フ
ァ
ン
の
 

方城町解放奨学生活動に参加ください 

町内の解放奨学生を中心に下記のように学習会を行っておりますので、町内の高校生の方はどなたでもご自 

由にご参加ください。 

第 一 第 第 第 四 

月 古門団地 19:30 ~ 古門団地 19 :30 ~ 

火 久 六 19:00 へー 春 田 19:00 - 答講習会 i9:Oo ~ 久 六 ig:oo ~ 

水 中・東古門 19:00 へ一 西古門 19:00 へ一 中・東古門 ig:oo へ, 

木 慧告習会 ig:oo ~ 野 添 19:00 ~ 野 添 19 :oo へー 浄万寺 19:00 ~ 

金 丸 山 19:30 ~ 新 門 19:30 ~ 丸 山 19:30 ~ 中央公民館 19:00 ~ 

各地の集会所で実施しております。上記以外の地区の方は中央公民館へご参加ください。中古門 東古門地 

区は、東古門集会所へご参加ください。 

を
五
月
十
六
日
、
長
崎
県
九
十
九
島
で
 

大
物
 

花
石
秀
人
（
丸
 
山） 

開
催
し
ま
し
た
。
 

重
量
優
勝
 
吉
田
康
吉
（
犬
 
星） 

参
加
し
た
三
十
数
名
の
釣
フ
ァ
ン
は
 

ニ
位
 
石
谷
博
司
（
野
 
添） 

風
光
明
び
の
島
々
で
、
技
を
競
い
一
日
 

三
位
 
永
末
年
明
（
上
弁
城
）
 

を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
 

四
位
 
岩
猿
洋
介
（
犬
 
星） 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

関
岡
義
生
（
犬
 
星） 

総
合
優
勝
（
町
長
杯
）
松
尾
正
一
 
（鶴 

桑
野
芳
久
（
犬
 
星） 

ケ
丘
 

追
伸
 

大
物
優
勝
 
中
井
征
司
（
日
立
職
住
）
 

第
四
回
釣
大
会
は
、
十
月
十
七
日
の
 

ニ
位
 

赤
金
国
弘
（
野
添
）
 

予
定
で
す
。
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
 

三
位
 
高
橋
敏
春
（
八
幡
町
）
 

し
て
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
 

ク
ロ
の
部
 

だ
さ
い
。
 

大
物
 

黒
木
敏
夫
（
日
立
職
住
）
 

事
務
局
 
西
山
嘉
明
（
八
幡
町
）
 

」「い、～ 

三

十

一

日

 

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
 

か
も
最
大
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。
月
間
で
す
。
こ
れ
ら
次
代
を
担
う
少
年
 

例
え
ば
、
昨
年
一
年
間
に
殺
人
、
暴
行
、
た
ち
を
非
行
か
ら
守
り
、
更
生
の
手
助
 

詐
欺
、
窃
盗
な
ど
の
罪
を
犯
し
た
主
要
 

刑
法
犯
少
年
は
、
二
十
四
万
二
千
七
百
 

二
十
九
人
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
 

だ
っ
た
昭
和
三
十
九
年
の
十
九
万
五
千
 

二
百
六
十
九
人
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
 

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
 
一
日
当
た
り
六
百
 

六
十
五
人
も
の
少
年
が
主
要
刑
法
犯
で
 

検
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
最
 

近
の
少
年
非
行
の
特
徴
と
し
て
、
低
年
 

齢
層
の
少
圧
に
よ
る
非
行
の
増
加
や
非
 

け
を
す
る
こ
と
は
、
家
庭
、
学
校
、
職
 

場
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
 

り
が
協
力
し
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
大
切
な
問
題
で
す
。
こ
う
し
た
こ
 

と
か
ら
、
今
年
の
運
動
の
重
点
目
標
は
 

「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
 

行
防
止
と
更
生
の
援
助
」
に
置
か
れ
ま
 

し
た
。
わ
た
し
た
ち
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
 

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
が
事
件
解
決
の
カ
ギ
 

日
本
は
世
界
一
安
全
な
国
と
し
て
、
 

治
安
の
良
さ
は
む
し
ろ
海
外
で
認
め
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
強
い
倫
理
観
 

が
こ
れ
を
さ
さ
え
て
き
た
と
言
え
ま
し
 

ょ
う
。
し
か
し
最
近
は
そ
の
状
態
が
崩
 

れ
て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
警
察
に
届
出
 

の
あ
っ
た
昨
年
中
の
事
件
の
数
は
、
福
 

岡
県
で
は
過
去
十
年
間
で
最
高
の
多
発
 

記
録
で
す
。
通
り
魔
事
件
の
よ
う
な
、
 

恐
ろ
し
い
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
警
察
も
頑
張
っ
て
い
 

ま
す
。
し
か
し
、
事
件
の
解
決
に
は
皆
 

様
の
ご
協
力
が
大
切
で
す
。
皆
様
か
ら
 

寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
ー
つ
ー
つ
が
、
事
 

件
、
解
決
の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
 

す
。
ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
か
ま
い
 

ー

田

川

警

察

署

 

ま
せ
ん
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
り
、
事
件
 

に
関
し
て
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
時
は
 

す
ぐ
一
一
〇
番
し
て
く
だ
さ
い
。
数
分
 

で
パ
ト
カ
ー
が
か
け
つ
け
皆
様
の
身
を
 

守
り
ま
す
。
心
配
ご
と
は
皆
様
方
を
お
 

と
ず
れ
た
警
察
官
に
相
談
し
て
く
だ
さ
 

い
。
ま
た
派
出
（
駐
在
）
所
を
皆
様
の
 

気
軽
な
相
談
所
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
 

さ
い
。
必
ず
良
い
解
決
策
が
あ
り
ま
す
。
 

犯
罪
は
社
会
の
敵
で
す
。
皆
様
の
ご
 

協
力
を
得
て
犯
罪
を
な
く
し
、
皆
様
が
 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平
穏
な
街
づ
く
り
 

を
進
め
て
ゆ
く
た
め
に
、
皆
様
の
ご
意
 

見
や
ご
要
望
を
、
十
分
尊
重
し
た
警
察
 

活
動
を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
、
皆
様
 

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

<D
ー
ユ
八
D
k
、
佳
」
r
善
子
旨
」
ノ
、
庄
」
刊
D

へ
よ
、
打
】
ベ
ノ
ー
、
J

・r
一 

空
か
ん
、
空
び
ん
、
投
げ
捨
て
防
止
 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
 

七
月
、
八
月
は
、
九
州
・
山
口
各
県
 

で、 

一
斉
に
空
か
ん
空
び
ん
投
げ
捨
て
 

防
止
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

全
国
的
に
、
空
か
ん
空
び
ん
投
げ
捨
 

て
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
今
日
、
 

主
要
道
路
で
の
空
か
ん
、
空
び
ん
の
投
 

げ
捨
て
は
、
後
を
た
た
な
い
現
状
で
す
。
 

こ
れ
を
絶
滅
す
る
に
は
、
人
ひ
と
り
 

ひ
と
り
の
問
題
で
あ
り
、
心
が
け
次
第
 

で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

お
互
に
協
力
し
合
っ
て
、
街
を
美
し
 

く
す
る
よ
う
、
心
が
け
て
ほ
し
い
も
の
 

で
す
。
 

一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
（
ご
み
処
理
 

料
金
）
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
 

一
般
廃
棄
物
処
理
（
ご
み
・
し
尿
）
 

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
皆
様
方
 

の
ご
協
力
と
、
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
 

き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

つ
い
て
は
、
今
年
二
月
に
業
者
組
合
 

か
ら
、
料
金
改
定
の
申
入
れ
を
受
け
ま
 

し
た
。
 

町
と
し
て
は
、
町
民
の
皆
様
方
に
、
 

で
き
る
だ
け
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
 

業
者
組
合
に
対
し
、
精
力
的
に
折
衝
す
 

る
と
共
に
、
下
田
川
四
ケ
町
間
で
協
議
 

検
討
を
続
け
て
来
ま
し
た
が
、
料
金
改
 

J
 

定
は
止
む
を
得
な
い
結
果
と
な
り
、
ー
ハ
 

月
の
臨
時
議
会
に
ご
み
料
金
改
定
の
条
 

例
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
 

議
会
も
、
慎
重
に
審
議
を
し
た
結
果
 

諸
般
の
事
情
か
ら
見
て
、
改
定
は
、
止
 

む
を
得
な
い
と
し
て
、
可
決
さ
れ
ま
し
 

た。 各
家
庭
に
お
か
れ
て
も
、
諸
物
価
上
 

昇
の
折
、
家
計
も
大
変
な
こ
と
と
思
い
 

ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
、
ご
協
 

力
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

ご
み
処
 

理
手
数
 

料
 

1 金現 

鷺g 
料改 

金定 

時実 

期施 

月当ー 
り世 

額 帯 

一
一
五
o
 

『一 

三
〇
〇
 

円
 

5
7
1
 

第
六
十
一
回
全
国
商
工
会
主
催
 

珠

算

検

定

試

験

合

格

者

 

第
六
十
一
回
珠
算
検
定
試
験
が
、
六
 

月
六
日
、
八
幡
町
商
工
会
館
で
実
施
さ
 

れ
ま
し
た
が
、
合
格
者
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

三
級
 

仲
村
里
津
子
 

四
級
 

石
谷
 

美
奈
 

五
級
 

中
村
 

志
保
 

” 

山
本
 

芳
恵
 

六
級
 

山
田
 

徹
 
原
田
 

直
樹
 

七
級
 

亀
田
笑
美
歌
 

7月21日～8月20日 自然に親しむ運助 



、 ー、 

(4) ●つ よ
 

じ
 

●つ ほ
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応
急
手
当
て
の
知
識
①
 

人
 
工
 
呼
 
吸
 

水
に
溺
（
お
ぼ
）
れ
た
り
、
ガ
ス
中
 

毒
を
起
こ
す
と
呼
吸
が
止
ま
る
こ
と
が
 

あ
り
ま
す
。
 

溺
れ
た
人
や
ガ
ス
中
毒
の
恐
れ
の
あ
 

る
人
を
助
け
た
と
き
は
、
ま
ず
、
心
臓
 

の
動
き
や
呼
吸
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
 

呼
吸
を
し
て
い
る
か
、
し
て
い
な
い
 

か
は
、
そ
の
人
の
鼻
・
口
元
に
頬
（
ほ
 

お
）
や
耳
を
近
づ
け
て
吐
く
息
を
調
べ
 

る
か
、
あ
お
向
け
に
し
た
と
き
の
胸
の
 

動
き
を
見
る
と
分
か
り
ま
す
。
 

心
臓
は
動
い
て
い
て
も
、
吐
く
息
が
 

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
り
胸
が
上
下
し
て
 

い
な
い
と
き
は
、
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
 

る
の
で
す
か
ら
、
す
ぐ
人
工
呼
吸
を
始
 

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
工
呼
吸
 

に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
 

器
具
な
ど
を
使
わ
ず
だ
れ
に
も
で
き
て
 

し
か
も
確
実
な
方
法
は
「
ロ
対
口
人
工
 

呼
吸
法
」
で
す
。
 

人
工
呼
吸
は
一
刻
を
争
い
ま
す
。
正
 

し
く
順
序
よ
く
、
落
ち
着
い
て
で
き
る
 

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

△
ロ
対
口
人
工
呼
吸
法
V
 

①
 
ま
ず
衣
服
を
ゆ
る
め
て
あ
お
向
け
 

に
寝
か
せ
ま
す
。
 

次
に
、
吹
き
込
む
息
が
通
り
や
す
い
 

よ
う
、
患
者
の
首
の
後
ろ
に
手
を
当
て
 

て
頭
を
そ
ら
せ
、
の
ど
を
真
っ
す
ぐ
に
 

●つ じ
 

昭
和
五
十
七
年
度
身
体
障
害
者
 

●つ ほ
 

報
 

広
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し
ま
す
。
こ
れ
を
「
気
道
確
保
」
と
い
 

い
ま
す
。
口
を
閉
じ
た
ま
ま
の
と
き
は
 

口
を
開
か
せ
ま
す
。
 

②
 
深
く
息
を
吸
い
、
口
を
大
き
く
開
 

い
て
患
者
の
口
の
周
り
に
ぴ
っ
た
り
つ
 

け
、
鼻
を
つ
ま
ん
で
息
が
漏
れ
な
い
よ
 

う
注
意
し
て
吹
き
込
み
ま
す
。
患
者
の
 

顔
が
小
さ
く
口
だ
け
を
合
わ
せ
に
く
い
 

場
合
は
、
鼻
も
一
緒
に
口
で
お
お
い
、
 

口
と
鼻
の
両
方
か
ら
胸
が
ふ
く
ら
む
ま
 

で
、
息
を
吹
き
込
み
ま
す
。
 

③
 

患
者
の
胸
が
ふ
く
ら
ん
で
き
た
ら
 

口
を
離
し
、
胸
が
沈
ん
で
息
が
吐
き
出
 

さ
れ
る
の
を
確
か
め
ま
す
。
 

初
め
の
四
、
五
回
は
早
く
、
ま
た
強
 

く
息
を
吹
き
込
み
、
そ
の
後
は
五
秒
に
 

一
回
ぐ
ら
い
の
割
合
で
行
い
ま
す
。
子
 

供
の
場
合
は
、
回
数
を
心
も
ち
多
く
し
、
 

吹
き
込
む
息
は
弱
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

患
者
が
自
発
的
に
呼
吸
し
始
め
た
ら
 

そ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
く
だ
 

さ
い
。
回
復
は
間
近
で
す
。
 

◆
 

◆
 

◆
 

・
 

息
が
吹
き
込
み
に
く
い
と
き
は
、
口
 

や
の
ど
に
何
か
つ
ま
っ
て
い
な
い
か
、
 

気
道
確
保
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
か
 

ど
う
か
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
 

直
接
口
を
つ
け
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
 

と
き
は
、
ガ
ー
ゼ
や
ハ
ン
カ
チ
を
当
て
 

て
息
を
吹
き
込
み
ま
し
ょ
う
。
 

自動車の中、電 

車の中などは安全 

ですからあわてる 

必要はあリません 

が、家の中でも、 

部屋の中央にいる 

方が安全。 

電灯のすく“ 

「i農 磯~、 
はコンセン 

トを抜き、雷鳴の激しいときには電話も使わない方 

が無難。配線を伝わって受話器をこがしてしまった 

例などもあるからです。 

雷雲は1か所にとどまってはいないので、カミナ 

リの通過までしばらくのしんぽうが肝要。 

昔の人は、あの光がお米を実らせるとみて「稲妻」 

「稲光」などとも呼びました。 

いなびかリ北よリすれば北を見る 多佳子 

雷の下キャベツ抱いて走リ出す 波郷 

カミナリがくるのは、一般に雨が降リ始めた初期。 

まだ小降リだから と思っているうちに、ピカリ、 

ゴロゴロときて、あわてさせられた経験をおもちの 

方も多いでしょう。 

「春雷」とか「冬の雷」と 

呼ぶものもあリますが、 

やはリー番多いのは夏。 

激しい上昇気流で背の高 

い雲が生ずるときに、電気的な 

アンバランス状態ができるから 

ですが、この季節はまた山や野、海辺などにレジャ 

ーの人出が多い時期でもあるので、被害が重なリま 

す。毎年、落雷による死者は平均20人、負傷者は30 

人前後出ています。 

最も危険なのは、むき出しの平らな場所にいると 

き。”空に近い物”に落雷しますから、金属類を捨て 

ても立っていては危険。雷鳴が近いときは、逃げ出す 

よリもまず伏せることです。 

鯛
0
 、

 

目
ノ
 力ミナ 

「愛の血液助け合fJ運動」 

■7月I日～31日■ 

夏場は血液が不足しがちです。 

行楽に行＜前にまず献血を。 

日 時 7 月14 日 午前9 時30 分～11時30 分 

場 所 役場前 ， 研修所 

'
d
l
【
・
し
0

ノ
ー
“
‘
そ
官
て
冒
デ
I
、
 
白
万
口
力
0

‘
ん
、
し
圧
．
（
一
＜
し
工
を
 

七
月
ニ
＋
一
日
、
八
月
ニ
O
日
 

「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
期
間
で
す
 

夏
は
行
来
シ
ー
ズ
ン
と
、
児
童
、
生
 

徒
の
夏
休
み
が
重
な
り
季
節
的
に
交
通
 

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
 

と
く
に
粗
暴
運
転
、
め
い
わ
く
交
通
追
 

放
活
動
の
強
化
を
図
り
、
道
路
利
用
者
 

の
す
べ
て
の
者
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
 

と
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
を
習
慣
づ
 

け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
 

徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

①
 
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
と
く
 

に
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
 

②
 
粗
暴
運
転
と
く
に
青
少
年
の
暴
走
 

運
転
の
防
止
 

③
 
暴
走
族
追
放
対
策
の
推
進
 

④
 

二
輪
車
と
く
に
バ
ィ
ク
（
原
付
車
）
 

の
交
通
事
故
防
止
 

⑤
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
 

“
交
通
事
故
で
死
に
た
く
な
い
方
、
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て
、
ゆ
っ
く
り
 

走
ろ
う
”
 

巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て
 

日
時
 
昭
和
五
十
七
年
七
月
十
五
日
（
 

十
時
、
十
五
時
）
 

場
所
 
金
田
町
民
会
館
へ
電
話
（
金
田
 

②

二

 二

〇

〇

）

 

※
注
意
事
項
 

一
、
戦
傷
病
者
巡
回
相
談
は
七
月
八
日
 

大
任
町
中
央
公
民
館
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

一
一
、
精
密
検
査
等
を
要
す
る
内
部
障
害
 

者
に
つ
い
て
は
対
象
者
か
ら
除
か
れ
て
 

一
 
一
 
(
 
、
 

4
 

公
共
職
業
訓
練
校
の
紹
介
 

タ
ー
 

（ 

5
 

そ
の
他
再
就
職
に
必
要
な
各
種
の
 

電
話
 
0
9
4
8
2
 
②
 
4
0
1
8
 

( 
、
 

能
力
再
開
発
適
応
講
習
受
講
生
募
集
 

、 

て
 

い
ま
す
。
 

三
、
受
付
時
間
 
午
前
十
時
よ
り
 

四
、
眼
科
、
耳
鼻
科
に
つ
い
て
は
、
午
 

前
中
予
備
審
査
、
午
後
よ
り
診
察
と
な
 

り
ま
す
。
 

五
、
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
、
再
交
付
 

申
請
者
は
、
当
日
写
真
又
は
、
写
真
代
 

を
用
意
す
る
こ
と
。
 

六
、
印
鑑
、
手
帳
は
必
ず
持
参
の
こ
と
。
 

異
動
県
政
相
談
の
お
知
ら
せ
 

県
で
は
次
の
よ
う
に
移
動
県
政
相
談
 

を
開
設
し
ま
す
。
年
金
、
福
祉
、
道
路
 

河
川
、
衛
生
、
公
害
、
消
費
生
活
、
交
 

通
事
故
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
 

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

o
期
日
 

七
月
二
〇
日
（
火
）
 

o
時
間
 
十
時
か
ら
、
十
五
時
ま
で
 

o
場
所
 
田
川
市
中
央
町
ー
ノ
ー
 

田
川
市
役
所
」
層
会
議
室
 

※
 

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
総
 

務
部
広
報
室
（
電
話
 
0
9
2

・
6
5
1
 

1
2
3
4
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

情
報
な
ら
び
に
資
料
な
ど
を
提
供
し
 

て
皆
様
方
の
将
来
計
画
の
お
手
伝
い
 

を
し
ま
す
。
 

※
特
典
 

受
講
さ
れ
た
方
に
は
現
在
 

受
給
さ
れ
て
い
る
雇
用
保
険
の
他
に
 

一
日
当
た
り
八
〇
〇
円
の
受
講
給
付
 

金
が
別
途
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

※
受
講
料
 

無
料
で
す
。
 

※
申
し
込
み
先
 

飯
塚
市
大
字
柏
の
 

森
八
三
の
九
、
飯
塚
技
能
開
発
セ
ン
 一

 
、
 
.! (
 
、
 

J
 

(
 
【
 
(
 
、
 
<
 
一
 
(
 
(
 
、
 
一
 
、
 
,
 
(
 

1
!
‘
・
‘
！
、
1
》
、
I
、
一
？
、
．
‘
・
、
‘
'
j
、
・
、
，
《
？
《
、
，
f
、一・●・‘・？・、．I
！・‘II
？
一
、
‘
？
・
r
 

福
岡
県
警
察
官
（
大
学
卒
業
者
）
募
集
 

次
の
と
お
り
警
察
官
（
大
学
卒
業
者
 

又
は
昭
和
五
十
八
年
三
月
卒
業
見
込
み
 

の
者
）
の
採
用
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

一
、
第
一
次
試
験
日
 

八
月
一
日
（
日
）
八
時
三
〇
分
、
十
 

七
時
 
（
第
二
次
試
験
八
月
下
旬
）
 

一
一
、
受
付
期
間
 

六
月
十
六
日
（
水
）
、
七
月
十
五
日
 

昭
和
五
十
七
年
度
田
川
商
工
会
議
所
 

簿

記

講

座

に

つ

い

て

 

ー
商
業
簿
記
基
礎
コ
ー
ス
ー
 

こ
の
講
座
は
、
日
常
の
取
引
に
も
と
 

づ
く
記
帳
等
を
初
心
者
を
対
象
に
、
事
 

例
に
も
と
づ
い
て
講
義
す
る
商
業
簿
記
 

の
基
礎
コ
ー
ス
で
す
。
 

日
時
 

五
十
七
年
七
月
二
十
三
日
（
予
定
）
 

、
八
月
末
の
二
十
日
間
 

午
後
六
時
、
八
時
 

（
期
間
中
原
則
と
し
て
、
土
、
日
、
 

盆
盆
は
、
休
日
と
し
ま
す
）
 

場
所
 

田
川
市
新
町
 

西
日
本
計
理
専
門
学
校
 

受
講
料
 

五
〇
O
O

円
（
一
名
に
つ
き
）
 

申
込
メ
切
り
 

七
月
二
十
日
ま
で
に
、
商
工
会
議
所
 

窓
口
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

申
込
書
は
、
商
工
会
議
所
に
準
備
し
 

（木） 

三
、
採
用
予
定
人
員
 

警
察
官
A
 

一
二
五
人
（
採
用
時
期
 

昭
和
五
十
八
年
四
月
以
降
）
 

四
、
受
験
資
格
 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
短
 

大
を
除
く
）
の
卒
業
者
又
は
昭
和
五
 

十
八
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
 

者

ー

 昭
和
三
十
年
四
月
二
日
か
ら
 

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
 

ま
れ
た
男
子
 

五
、
身
体
検
査
合
格
基
準
 

身
長
一
六
〇
移
以
上
、
体
重
四
七
キ
ロ
 

以
上
、
視
力
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
〇
 

・
六
以
上
又
は
裸
眼
視
が
〇
・
一
以
 

上
で
矯
正
視
力
が
一
・
O

以
上
、
弁
 

色
力
正
常
で
あ
る
こ
と
。
 

六
、
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先
 

田
川
警
察
署
警
務
課
 

電
話
 

0
9
4
7
4

②
2
1
2
0
 

内
線
 
h乙
・
1
1

、
，
つ
一
1

。。 

タ
 

七
 

日
 

!I 月
 

!I 

て
い
ま
す
。
 

詳
細
は
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。
 

電
話
 

田
川
④
3
1
5
0
 

一

 

現
在
雇
用
保
険
を
受
け
て
お
ら
れ
る
 

（
方
を
対
象
（
男
女
）
一
に
「
能
力
再
開
発
 

一

 

適
応
講
習
」
 の

受

講

生

を

墓

集

し

て

い

 

》
ま
す
。
 

》
※
受
講
内
容
 

(
1
 

各
種
資
格
の
取
り
方
 

(
2
 

適
職
の
選
び
方
と
職
業
適
性
に
つ
 

一

 

い
て
 

》
3
 

最
近
の
労
働
市
場
の
動
き
に
つ
い
 



つ よ
 

じ
 

●つ ほ
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お
知
ら
せ
 

→
ー
マ
 

本y 

出
産
助
成
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
 

同
和
地
区
出
産
助
成
事
業
 

事
業
主
体
 
福
岡
県
 

昭
和
五
七
年
四
月
か
ら
次
の
よ
う
に
 

つ 

区 

分 

一
児
の
と
き
 
同
時
に
ニ
児
 

以
上
の
と
き
 

出
産
（
出
生
届
済
）
 
豊

d
ロ
口
円
 
六
七
式
。
。
円
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

申
込
先
 
方
城
町
役
場
衛
生
係
 

※
 
出
産
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
申
請
 

を
し
な
け
れ
ば
無
効
と
な
り
ま
す
。
 

※
 
氏
の
み
の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

電
話
で
聴
け
る
求
人
案
内
に
つ
い
て
 

新
年
度
を
迎
え
、
公
共
職
業
安
定
所
 

で
は
、
電
話
で
聴
け
る
求
人
案
内
を
次
 

の
と
お
り
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
 

利
用
く
だ
さ
い
。
 

〔
田
川
職
安
管
内
〕
田
川
ー
④
1
3
6
 

6
6
 

④
1
3
6
6
7
 

〔
飯
塚
職
安
管
内
〕
0
9
4
8
2
1
④
 

'
1
4
1
4

。）
 

〔
八
幡
職
安
管
内
〕
男
子
 
0
a
）
つ
】
ー
 

6
6
2
1
5
5
4
9
 

女
子
 

ー
《
b

《b

〔
乙
‘
ー
に
J

《b

<b

《b 

0
q
〕n
ィu
 

〔
小
倉
職
安
管
内
〕
0
9
3
1
5
8
1
 

1
4
1
4

。一
 

〔
福
岡
職
安
管
内
〕
男
子
 

[
1
8
1
1
O
Q
v
n
乙
1
 

ー
 
”
1
l
d
‘
ー
に
u

<b

《
b
1
 

女
子
 0

。】n
乙
ー
 

0

。v

つ。 

が
専
用
電
話
と
な
っ
て
お
り
求
人
内
 

容
は
毎
週
取
り
替
え
て
お
り
ま
す
。
 

入
身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ
V
 

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で
 

は
、
集
団
見
合
い
を
次
の
よ
う
に
実
施
 

し
ま
す
。
 

県
内
の
身
体
障
害
者
の
方
で
、
結
婚
 

を
希
望
さ
れ
る
方
は
方
城
町
身
体
障
害
 

者
会
長
（
山
崎
菊
一
氏
）
を
通
じ
て
至
 

急
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

一、 

「
申
込
者
の
つ
ど
い
」
 
の
開
催
 

m
 

日
時
 
八
月
二
十
二
日
（
日
）
 

午
前
十
時
三
〇
分
か
ら
 

②
 

場
所
 
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
 

一
丁
目
二
、
二
十
二
 

福
岡
県
社
会
福
 

祉
セ
ン
タ
ー
内
 
大
会
議
室
（
四
階
）
 

⑧
 

参
加
費
 
不
要
 

ニ
、
申
込
に
用
意
す
る
も
の
 

m
 

申
込
書
（
結
婚
相
談
所
に
用
意
 

し
て
お
り
ま
す
。
電
話
く
だ
さ
れ
ば
送
 

付
し
ま
す
。
 

交
通
事
故
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
 

午
前
九
時
半
、
午
後
四
時
半
（
平
日
）
 

土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

⑥
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
 

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

＠
弁
護
士
相
談
日
 

毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
、
四
時
 

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
 

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
 

税

務

大

学

校

学

生

募

集

 

税
務
大
学
校
に
は
、
国
家
公
務
員
採
 

用
初
級
試
験
（
税
務
）
に
合
格
し
、
税
 

務
職
員
に
採
用
さ
れ
た
者
が
入
校
し
ま
 

す
。
な
お
、
募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
九
ー
一
 

明
治
生
命
小
倉
ビ
ル
八
階
 

小
倉
調
査
事
務
所
内
 

貧
〇
九
」
T

五
二
一
ー
二
一
四
〇
（
直
通
）
 

〇
九
」
T
五
四
一
ー
一
五
三
一
 

※
電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
 

o
受
験
資
格
 
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
一
 

日
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
 

者
 

0
申
込
受
付
期
間
 
昭
和
五
十
七
年
七
 

月
七
日
（
水
）
、
七
月
十
六
日
（
金
）
 

o
申
込
書
提
出
先
 
福
岡
市
博
多
区
博
 

多
駅
東
二
丁
目
十
一
、
一
 

人
事
院
九
 

州
事
務
局
 

o
第
一
次
試
験
 
十
月
三
日
（
日
）
 

o
問
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
国
税
局
（
o
 

九
ニ
ー
四
一
一
ー
〇
〇
三
一
）
又
は
最
 

寄
り
の
税
務
署
 

昭
和
五
十
七
年
度
 

二
等
陸
海
空
士
第
二
次
募
集
案
内
 

一
、
採
用
人
員
（
筑
豊
地
区
）
 

/ 
陸
上
 

七
月
 

合 背 
五
名
 

六
名
 

」
ハ
名
 

海
上
 

航
空
 

名三
名
 

②
 

住
民
票
一
通
（
再
婚
者
は
戸
籍
 

謄
本
一
通
）
 

⑧
 

印
鑑
（
送
付
の
場
合
は
所
定
の
 

と
こ
ろ
に
押
印
が
あ
れ
ば
結
構
で
す
）
 

固
 

写
真
、
二
枚
（
手
札
型
で
全
身
 

写
し
た
も
の
 

素
人
写
真
白
黒
可
）
 

⑤
 

申
込
先
 
福
岡
市
中
央
区
六
本
 

松
一
丁
目
ニ
ー
二
十
二
 

福
岡
県
社
会
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
福
岡
県
身
体
障
害
 

二
、
資
格
 
十
八
才
以
上
、
二
十
五
才
 

未
満
の
男
子
 

三
、
受
付
及
ぴ
試
験
日
 

常

時

受

付

 

（
試
験
は
受
付
時
に
指
定
）
 

四
、
試
験
科
目
 

国
語
、
数
学
、
社
会
 

及
び
作
文
 

五
、
初
任
給
 
九
六
、
二
〇
〇
円
 

（
衣
食
 

住
等
は
無
料
、
ボ
ー
ナ
ス
年
三
回
つ
そ
 

六
、
十
二
月
）
二
圧
毎
に
特
例
の
退
職
 

者
結
婚
相
談
所
 

電
話
 

0
9
2
ー
 

"I

に
。
1
 

。。h
乙
q
）。J 

、
 

三
、
申
込
期
限
 

八
月
ト
日
 

手
当
が
退
職
し
な
く
て
も
支
給
さ
れ
 

ま
す
。
二
年
（
約
三
十
六
万
円
）
 

四
年
（
約
七
十
九
万
円
）
 

六
、
問
い
合
わ
せ
先
 
役
場
総
務
課
又
 

は
飯
塚
募
集
事
務
所
（
飯
塚
市
横
田
 

ハ
言
 
皿
O
醤
ハ
」
②
四
八
四
七
 

会

双

〉

香

典

返

し

 
会
〉
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
け
し
た
。
次
の
 

か
た
が
た
か
ら
、
方
城
町
長
寿
会
に
高
 

額
な
香
典
返
し
を
受
け
ま
し
た
。
 

方
城
町
長
寿
会
連
合
会
 

会
長
 
永

末

義

雄

 

一
、
提
 

嘉
治
 

一
、
瓜
生
一
郎
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